
■持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは 

 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）は2001年に 

策定されたミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）の後継として、2015年９月の国連サミッ 

トで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年 

から2030年までの開発目標です。 

■ＭＤＧｓとＳＤＧｓ 

 ＭＤＧｓは発展途上国向けの開発目標として、８つのゴール、21のターゲットを目 

標に設定し、一定の成果を達成しました。 
 一方で、教育や保健、衛生などの目標の未達成や、一部地域での目標達成の遅れな 

どがみられました。 

 ＳＤＧｓは、ＭＤＧｓで残された課題に加え、深刻化する環境汚染や気候変動、自 

然災害の多発などの新たな課題に対して、先進国も含めすべての国で取組む、ユニバ 

ーサルな目標として設定されています。 

  

（参考） 
外務省「JAPAN SDGs Action Platform」 
外務省「「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓについて）」（平成31年１月） 
外務省「持続可能な開発のための2030アジェンダと日本の取組」 

国連開発計画駐日代表事務所「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の背景」 

■ＳＤＧｓの特徴 

 ＳＤＧｓは17のゴール、169のターゲット、232の指標が定められています。ＳＤ 

Ｇｓでは、先進国を含めすべての国が行動する『普遍性』、「誰一人取り残さない」と 

いう理念を反映した『包摂性』、政府だけでなく民間企業やＮＧＯなど開発に携わる様 

々な主体が連携する『参画型』、社会・経済・環境に統合的に取組む『統合性』、定期的 

にフォローアップする『透明性』の５つの特徴があります。 

ＳＤＧｓの概略について 

＜ＭＤＧｓとＳＤＧｓの比較＞ 

＜ＳＤＧｓの17のゴール＞ 

（出典）外務省「持続可能な開発のための2030アジェンダと日本の取組」 

（出典）国際連合広報センター「ＳＤＧｓのロゴ」より 

■国の動向 

 2016年５月20日、内閣に「持続可能な開発目標（ＳＤＧＳ）推進本部」が設置され、2016年12月22日に「ＳＤＧｓ実施指針」を定めました。ＳＤＧｓ実施指針では、「持 

続可能で強靭、そして誰一人残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現された未来への先駆者を目指す。」をビジョンに掲げ、８つの優先課題とそれに対応する具体的施 

策を定めました。 
＜ＳＤＧｓ実施指針 ８つの優先課題と具体的施策＞ 

（出典）持続可能な開発（ＳＤＧｓ）推進本部「ＳＤＧｓ実施指針」 
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